
漢
和
字
書
の
系
譜
に
お
け
る
慶
長
整
版
倭
玉
篇
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il
『
字
鏡』
『
音
訓
篇
立』
『
大
広
益
会玉
篇』
と
の
対
比
に
おい
て
||

要
旨

慶
長
整
版
『
倭
玉
筋』

を 、

辞
書
史
上
に
位
置
づ
け
る
た
め
に 、

前
田
宮
藤

・
山
田
忠
雄
の
両
氏
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
と
乙
ろ
の
漢
和
字
書
の
系

譜

当
延
徳
本
倭
玉
筋

新
撰
字
鏡
|
↓

世
尊
寺
本
字
鏡ハ
←
→

M
音
訓
鰐
立

と
い
う
路
線
に 、

慶
長
整
版
『
倭
玉
筒』

が 、

連
接
し
う
る
か 、

い
な
か
に

つ
い
て
調
査
検
討
を
お
乙
な
っ
た
も
の
で
あ
る 。

ー 、

《『立日
訓
篇
立
』
が 、
『
字
鏡』
の
抄
略
で
あ
る》

と
す
る
山
田
忠
雄
氏
の

説
は 、

筆
者
な
り
の
方
法
(
字
順
・

内
容
の
対
比)

を
も
ち
い
て 、

別
の
面

か
ら
う
ら
づ
け
ら
れ
る 。

2、

『
字
銑』

と
『
倭
玉
筋』
と
の
関
係
に
お
い
て 、
『
倭
玉
筋』
が
『
字
鏡』

の
内
容
を
反
映
し
て
い
る
事
実
が
み
と
め
ら
れ
る 。

3、

「
1

」

と
同
様
に 、
《『
倭
玉
篤』
が 、
『
音
訓
筋
立
』
の
抄
略
で
あ
ろ
う》

と
い
う
仮
説
を
の
ぺ

、

乙
の
証
明
を 、

両
喜
の
字
順
・

内
容
の
対
比
に
よ
っ

て
し
め
す 。

北

恭

昭

4、

「
1
・
2
・
3
」
の
乙
と
か
ら 、

三
者
に
系
譜
関
係
が
成
立
す
る
も
の
と

い
え
る 。

5 、

『
音
訓
筋
立』
『
倭
玉
篇』
の
両
舎
が 、

先
行
字
書
の
抄
略
で
あ
る
と
い

う
一事
実
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
同
時
に 、

両
書
の
成
立
に
対
し
て 、、
『
大
広

益
会
玉
篇』

が 、

お
お
き
く
関
与
し
て
い
る
ζ
と
が
み
と
め
ら
れ
る 。

み
ぎ
に
し
め
す 、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
に
も
と
づ
い
て 、

慶
長
整
版
『
倭
玉

筋』

が 、

前
記
の
漢
和
字
書
の
系
譜
に
連
接
し
う
る
と
い
う
結
論
が
え
ら
れ

る 。な
お 、
『
倭
玉
筋』
と
『
類
字
額』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は 、

両
者
に
『
音

訓
筋
立』

を
も
く
わ
え
た
三
者
の
関
係
に
お
い
て 、

調
査
を
す
す
め
て
お
り 、

と
の
結
果
に
つ
い
て
は
別
稿
を
も
っ
て
発
表
す
る
と
と
を
予
告
し
た 。

一一一四五

研
究
の
目
的

研
究
の
手
順

『
音
訓
府
立』

は
『
字
鏡』
の
抄
略
か

『
倭
玉
筋』
は
『
倭
訳
大
広
益
会
玉
箭』
か

『
倭
玉
筋』
は
『
字
鋭』
の
内
容
を
反
映
し
て
い
る
か



--'­ノ、

『
倭
玉
篇』
は
『
音
訓
筋立』
の
抄
略
か

漢和字舎の系譜における慶長整版倭玉篇

『
倭
玉
筋』
お
よ
び 、
そ
れ
とお
な
じ
系
譜に
属
する
古
写
本 、
古
版
本に

は 、
そ
の
成
立 、
お
よ
び
増
補
改
編
に
際
し
て 、
『
大
広
益
会玉
篇』
に
依
拠

し
た
と
み
と
め
ら
れる
もの
が
お
おい
が 、
な
かで
も 、
乙
こ
に
あっ
か
お
う

と
す
る 、
慶
長
整
版
『
倭
玉
篇』
(
以
下 、
と
くにと
と
わ
ら
ない
か
ぎ
り 、

『
倭
玉
篇』
は
慶
長
整
版
本をさ
す)
と 、
『
大
広
益
会玉
篇』
との
あ
い
だ

に
は 、
き
わめて
密
接
な
関
係が
あ
る
と
か
ん
が
え
られる 。

ま
ず 、
両
書の
部立
につ
い
て
み
る
と 、
『
大
広
益
会玉
篇』
の
五
回二
部

に
対し
て 、
『
倭
玉
篇』
は
そ
れよ
り六
五
部
す
く
ない
四
七
七
部で
ある
が 、

後
者に
欠
如
し
てい
る
六
五
部
をの
ぞい
て
は 、
両
者の
排
列は
完全に一
致

し
て
い
ると
と
が
じ
ら
れる 。

両
者の
交
渉の
あり
かた
を 、
よ
り
具
体
的
に
あき
ら
か
に
す
る
た
め
に

は 、
そ
れ
らの
項
出
字の
でい
りを
し
ると
とが
必
要
なの
で 、
乙
乙
に
は 、

『
倭
玉
篇』
を
基
準と
し 、
『
大
広
議
会玉
篇』
を
そ
の
排
列の
順
序に
し
た

がっ
て 、
と
との
え
な
お
し
て
み
ると
と
と
し
た 。

ζ
の
よ
うに
し
て
作
成し
た
も
の
(
以
下 、
『対
校
本』
と
仮
称)
に
よっ

て 、
両
者の
関
係を
し
らべ
て
み
る
と 、
以
下の二
点が
あき
ら
かに
な
る 。

一
一
般に 、
両
書の
同一
部
を
比
較
する
と 、
載
録
字
数の
極
端に
す
く
な

い
場
合
をの
ぞい
て
は 、
載
録
字数
は一
致
せ
ず 、
『
大
広
益
会玉
篇』
の

方が 、
『
倭
玉
鏑』
よ
り
も 、
そ
の
字数が 、
し
ば
し
ば
お
お
く
なっ
て
い

る
が 、
か
な
らず
し
も 、
後
者が
前
者に
ふ
く
ま
れる
関
係に
は
なっ
て
い

ない 。
た
と
え
ば 、
「人」
部に
おい
て
は 、
以
下の
よ
う
な
関
係が
み
と

め
ら
れ
る 。
(
O
印は 、
他
方に
その
文
字が
ない
乙
と
を
し
め
す)

『
大
広
益
会玉
篇』

健
朴
俗
傍俵
0
0
0
0
0

『
倭玉
篇』

0
0
0
0
0
僚偶
儒
債
体

二
さ
らに 、
同一
部の
内
部につ
い
て 、
比
較し
て
み
る
と 、
『
倭玉
筒』

に
は 、
つ
ぎの
よ
う
な
顕
著
な
傾
向を
み
とめ
る乙
とが
で
きる 。

1
『
大
広
益
会玉
筋』
の
訓
注を 、
ほ
ぽ 、
その
ま
ま
踏
襲してい
る
と

み
な
さ
れる
もの

〔
大
広
益
会
玉

篇〕

言

古
宮
古
丸
二
切

作

小
臣
也
詩
命
彼
借
入

去
茄
切

神名且
泉
切

優
佳
仙
人

七
堅
切

千
人
之
長
日
仔

怯伶

仔3俊ご怯:倍2雇
11、 玉
直篇
也 〕

神名億l倹人

ヲサ千人長也

2
『
大
広
益
会玉
箭』
の
反
切
を
も
とに 、
か
なの
音
注をつ
くっ
た
と

み
な
さ
れる
もの

仔俗

渠
裁
切

倦
也

物
武
粉
武
弗
二
切

離
也

信
胡
昆
切

完
也

紛5飴31吻ご俗:

ウム
ヤプル
ヲトコ

アルジ
ナラピ

トラフ

、トレ
''tJ

 

7ツタシ

紛

彼陳
切

文
質
備
也

『
大
広
益
会玉
篇』
の
注文に
も
とづ
い
て 、
和
訓
を
付した
とみ
な

3 
さ
れる
もの

佐
口
貢
切

使惚窮因也

ソナハル

笹3
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キハ7
リ
クルシム



悉
枕
切

Mb

恐鬼

，も・

知
角
切

符

明
也
大
也

AT

他
活
切

む

可
也
軽
也

6

乙
の
稿に
おい
て
は 、
み
ぎの
二つ
の
傾
向を
考
察の
起
点と
し
て 、
中
世

の
代
表的
漢和
字
書で
ある
と
と
ろ
の
『
倭玉
篇』
(
慶
長
整
版
以
外の 、
諸

本
をふ
くめ
て)
の
特
徴を
解
明し 、
あ
わせ
て 、
漢和
字
書の
系
譜に
お
け

る 、
そ
の
位
置づ
けをこ
と
ろ
み
た
い 。

4らイ卓悦

ヲソル
アキラカナリ
オホヒナリ

カロシ

4・，、
シ'

ヨ
γ 

延
徳
本『
倭
玉
筋』
の
成
立に
関し
て 、
最
近 、
つ
ぎの
二
つ
の
注目す叫

き
論
考が
発
表
さ
れて
い
る 。

前田
宮
線
「
延
徳
本
倭
玉
筋につ
い
て」
(「
本
邦
辞
書
史
論
議」
由昭和四二

年
二
月
刊出
所
収)

山田
忠
雄
「
延
徳
本
倭
玉
鰐と
音
訓
篇
立・
世
尊
寺
本
字
鏡」
(
問)

両
論
考は 、
延
徳
本『
倭
玉
篇』
の
成
立に 、
『
大
広
益
会玉
篇』
『新
撰
字

鏡』
『
世
尊
寺
本
字
鏡』『立目訓
篇
立』
の
諸
書が
関
与
し
た 、
具
体
的な
経
緯

を
指
摘
するζ
と
に
よっ
て 、
延
徳
本『
倭
玉
篇』
の
「
原
撰
本」
の
形
態を

推
定し
よ
うと
し
た
もの
で
あ
る 。

-
と
の
稿に
お
い
て
は 、
前田
富
族・
山
岡
忠
雄の
両
氏に
よっ
て 、
あき
ら

か
に
さ
れた

『
新
撰
字
鏡』

|↓
『
世
尊
寺
本
字
鏡』

|↓
『
延
徳
本
倭
玉
筋』・『
音
訓

筋
立』

と
い
う
あらた
な
る
漢和
字
書の
系
譜に 、
慶
長
整
版
『
倭
玉
筋』
が
速
接し

うる
か
い
な
か
とい
う
問
題を
あき
ら
か
に
し
よ
うと
す
る 。
な
お 、
と
の
問

題を
解
明
する
過
程に
おい
て 、
前記の
論
考の
う
らづ
けをおζ
ない 、
ま

た 、
『
大
広
益
会玉
鰐』
が 、
『
倭玉
篤』・『
音訓
篇
立』
に
あた
えた
影
響に

つ
い
て
も 、
あ
わせ
て
かん
が
えると
と
と
する 。
と
の
た
め
に 、
諸
書の
比

較に
は 、
両
氏の
研
究に
おい
て
使
用さ
れた
文献と 、
同一
の
文
献を
資
料

と
し
て
も
ちい
る 。

以
下 、
つ
ぎの
手順に
し
た
がっ
て 、
諸
蓄の
比
較をお
乙
な
お
う
と
す

る 。(注l)

(注2)

A
『
字
鏡』
と
『
音
訓
篇
立』
との
対比
(「
f」
部)

||第三
節

(注3)

(注4)

B
『
大
広
益
会玉
篇』
と
『
倭
玉
篇』
との
対比
(「
f」
部)

||第四
節

C
『
字
鏡』
と
『
倭玉
篇』
との
対比
(「
足」
部)

||
第五
節

D
『
音訓
筋
立』
と
『
倭玉
篇』
との
対比
(「女」
「
目」
部)

||
第六
節

注
1

東
洋
文
庫
蔵 。
貴
重
図
害
影
本
刊
行
会
の
複
製
本
に
よ
る。

注
2

黒
川
家
旧
蔵
現
東
京
大
学
国
語
研
究
室
歳 。
写
真
に
よ
る。
(
福
島

邦
選
氏
の
ど
好
意
に
よ
る)

注
3

楊
守
敬
旧
蔵 。
新
興
書
局
刊
建
安
鄭
氏
本
の
複
制棋
に
よ
る。

前
田
宮
験
氏
の
論
考
に
お
い
て
は 、
巌
松
堂
書
底
古
典
部
版
の、
向挺

長
九
年
本
の
複
製
本
を
使
用
さ
れ
て
い
る
が 、
筆
者
は 、
「
対
校
本」

作
成
の
た
め
必
要
上
「
建
安
鄭
氏
本」
の
複
製
に
よ
っ
た 。
両
者
は
き

わ
め
て
類
似
し
て
お
り 、
と
く
に、
と
の
稿
で
引
用
し
た
部
分
に
つ
い

て
は 、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
相
違
が
み
と
め
ら
れ
な
い 。

内
閣
文
成
蔵 。
慶
長
十
五
年
本
に
よ
る。
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『
字
鏡』
と
『
音
訓
筋立』
との
字
順を
比
較
するた
め
に 、
い
ま
そ
の
な

か
か
ら 、
つ
ぎに
し
め
す
理
由に
よっ
て 、
「
fL
部を
えらび 、
両
者
を
対
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比
さ
せ
て
み
る 。

現
存
す
る
『
字
鏡』
の
巻
首は 、
「
目」・「
f」・「
f」・「「」
と
い
う
部

の
排
列
で
ある 。
そ
乙
で 、
「白」
部は 、
後
節に
おい
て 、
『
字
鏡』・『品目訓

筋
立』・『
倭玉
篇』
とい
う三
者の
対
比
に
使
用
する
ζ
と
と
し
た 。「
f」
部

につ
い
て
は 、
和
訓が 、
や
まい
に
関
する
もの
が
が
お
お
く 、
や
や 、
か
た

よ
りが
ある
と
み
と
め
ら
れる
た
め 、
乙
ζ
で
は 、
「
f」
を
え
ら
ん
だ 。
他

に
は 、
特
別の
理
由を
もた
ない 。

対
比の
結
果
は 苅
「
図1」
の
よ
うに
な
る 。

「
図1」
の
説
明

-J字
鏡』
は 、
各
面
六
行
四
段
に
書
写
さ
れ 、
「
「」
部
は 、
一
七
面
に
わ
た
っ
て
い

る。
一
方 、
『
音
訓
篇
立』
も 、
各
面
六
行
四
段
に
書
写
さ
れ 、
「
f」
訴
は 、
七
面

で 、
三
六
行一
三
二
字
が
載
録
さ
れ
て
い
る。
ζ
と
で
と
り
あ
げ
た 、
『
音
訓
篇
立』

漢和字書の系譜 に お ける慶長整版倭玉篇
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「
「'」
部
の
載
録
字
は 、
すべ
て
『
字
鏡』
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る。

そ
ζ
で 、
「
字
鏡』
を
基
準
と
し
て 、
『
音
訓
篇
立』
を 、
そ
の
排
列
に
し
た
が
っ

て 、
と
と
の
え
る
た
め
に、
『
音
訓
鰐
立』
の
各
字
ご
と
に、
耳骨
号
を
付
す
ζ
と
に
す

る。
た
と
え
ば 、
第一
行
第
三
段
に
し
め
さ
れ
る
文
字
は 、
日
と
標
示
し 、
第
三
行
の

第一
段
と
第
二
段
と
に
ま
た
が
っ
て
し
め
さ
れ
る
文
字
は 、
一町
と
標
示
す
る。
(「。
」

は 、
二
段
に
ま
た
がっ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
乙
と
の
標
示)
本
稿
で
は 、
以
下
ζ
の
方

式
に
よ
る。
図
中
の
斜
線
「
/」
は 、
『
字
鏡』
に
は 、
反
切 ャ
訓
注
の
み
が
し

る
さ

れ 、
か
な
表
記
が
な
い。
斜
線
「
\」
は 、
音
表
記
の
み
の
記
載 、
ま
た
は 、
訓
注 、 ，

和
制酬
の
う
ち
の、
一
つ
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ζ
と
の
標
示。

「
図1」
の
数
字の
排
列
を
整理
する
と 、
「
図2」
に
な
る 。

「
図2」
の
説
明

『立国
訓
篇
立』
が 、
各
面
六
行
四
段
に
書
写
さ
れ
て
い
る
か
ら 、
そ
の
休
裁
を 、
そ

の
ま
ま
保
持
し
て 、
「
図
1」

の
空
白
部
を 、
番
号
の
わ
か
い
方へ
順
次
く
り
こ
み 、

3
\
e同 1宰
NN
\一
\
\
Ih --.3

E
u『
S
U町
/
\一
\

\
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3 数
字
の
排
列
が
え
を 、
お
こ
なっ
た
図
で
あ
る。

「
図2」
につ
い
て 、
さ
らに 、
つ
ぎの
よ
う
な
数
字の
置
換を
おこ
な
う 。

イ 、
第
二
百
の
お
と
也 、
第
三
面
のHOH
と
8
を
上
下
に
転
位
さ
せ
る。

口 、
第
三
面
の】
ど
とHNH
を
左
右
に
転
位
さ
せ
る。

ハ 、
第
五
函
の
N
口、NHN、NHU
を
そ
の
ま
ま
次
行へ
移
行
さ
せ 、
NDH
を 、
そ
の
行
の

第一
段
に
お
く
り 、
以
下NON.NDω、N
E
を
連
接
さ
せ
る。

ニ 、
第
七
面
のω
怠
を
次
行
第
四
段
に
移
行
さ
せ 、
ω叩品、ω由回、ω白N-ω白ω
を
臼印ω
に
速

接
さ
せ
る。

み
ぎの
手順に
よっ
て 、
置
換をお乙
なっ
た
結
果は 、
「
図3」
と
な
る 。

「
図3」
に
み
られる
数
字の
排
列
は 、
『立回
一訓
鏑立』
の
字
順と 、
完
全に

一
致
す
る 。

字
順の一
致につ
い
て 、
み
ぎの
よ
う
な
結
果を
え
た
の
で 、
つ
ぎに 、
図

中の
数
字の
末
尾が 、
「1」
を
もっ
て
し
め
さ
れ
る
項出
字を
選
択
し 、
さ

らに 、
そ
れ
らの
うち
か
ら一
部
を
と
り
あ
げて 、
両
書の
反
切・
訓
注 、
お

よ
び
音
表
記・
和
訓を
対
比
させ
て
標
示
する
と 、
つ
ぎの
よ
うに
な
る 0(旧

字
体 、
お
よ
び
印
刷
困
難
な
字
休
は 、
認
定
を
あ
や
ま
ら
な
い
か
ぎ
り 、
通
行
字
体
に
あ

ら
た
め
た 。
以
下
お
な
じ)

み
ぎの
諸
例を
比
較する
と 、
両
書の
内
容に
は 、
か
な
りた
かい 、
一
致

が
み
とめ
ら
れ
る 。
た
と
え
ば 、
両
書と
もに 、
比
較
的お
お
くの

音表
記・

和
訓が
し
る
さ
れ
てい
る
もの
を
と
りあ
げて 、
その
異
悶
を
た
し
か
め
る

と 、
m
「
座」
字に
は 、
血日表
記が
三 、
和
訓が
十二
し
る
さ
れ
てい
る 。
両

者の
あい
だに
は 、
音表
記で
は 、
エ
フ
lエ

ウ・
ア
ウ
!ア

フ
とい
う 、
開

合に
相
違が
み
とめ
ら
れ 、
和
訓で
は 、
オフ
|ヲ

フ
とい
う一
例に 、
オ
ー

ヲ
の
相
違が
み
とめ
られ
る
の
みで 、
他の
音
表
記・
和
訓は 、
まっ
た
く一

致してい
る 。
し
か
し 、
H
S「
慶」
字につ
い
てみる
と 、
両
書の
訓
注が 、

か
な
ら
ず
し
も一
致して
はい
ない 。
むし
ろ 、
〔
参
考〕
と
し
て
しめ
した 、

『新撰
字鋭』
と
『
字鏡』
の
訓
注
(『
字鏡』
ゆ
「加木」
と 、
『新撰
字鏡』
の

「
架」
と
の
相
途
は 、
乙
の
ば
あ
い
無
視
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う)
が 、
『立回
訓
篇
立』
と

『
大
広
益
会玉
篇』
の
訓
注と
が 、
そ
れぞ
れに一
致
してい
る 。
ζ
れは 、

『
字
鏡』 、
お
よ
び
『
音
訓
篇立』
の
成立に
関
与し
た 、
先
行
字
書
と
の
交

渉を
解
明す
る 、
ひ
とつ
の
てが
か
り
と
み
と
め
られよ
う 。
他の
部の
対比

に
おい
て
も 、
字
順・
内
容
などの一
致につ
い
て
は 、
部ご
とに 、
そ
の
ど



セJ
銑へ
滋
ピ仰い州
民
竺

:/以下ムtu .

』

カナシヒ
イ々
しリJ
ムマ力ヒ

31 .21 

唇薪
7 シ
令 -t

I TS 
イシlレ

γィAν 
トミ主ノシナヒ
トタロ、 、 シ
ノス
ブ ヲノノ

グ

Vガヒ

Æ 
4-1 

摩

守
プシヲ クナツサ lレヒZAlレ γ
ヰザナ ' ナ
ノニユ ゴヒ

アア ノ汐
ヲリリ Aジ
Zノ
オクプ ホナ

ル13ノ トシ
ブジ方 リヒ アプノア ナ弓
"7 Vヒ3<..

ヲ ガ
ヲソ ス、人

プエエ
li会

漢和字書の系議 に お ける慶長整版倭玉篇

長支持
(1'13) 2'11 :81 

度泉淳

山市政
汗4f兎会
令害者各

ヒホ
ウ争
点A

一げ
甘
M朗建官A

〔
糸岩〕

j宝

シキ戸プ
サシマ朱ク
ハタ

ナヒカス
サぜク
ナカキグ

サジマク
ナブ
ザ

マ
川ソリゴト
ザトリ

マヲ
内fp
ク
リゼ

マ
WJリフトトノ

i-
ミシタシ
ブ
ナ
ザ
ガ
タ

ゴ
U
毛
ノ
ヒ
ロ
キ
ソ
ア

柑m
mpaA
涯
賃議官ホ

〔
新
撰
字
銑〕

者
訓
幕
え

ユノ

� 
7 
-t-

トさワゲ ツ
シナア￥ 17 

スlレ2 ヒ
タ 者 主
、 A A 
スジ0/ ヤ
4ツク シ
'l71ニノ

ト V ヒ
『 ロ

ヒξi
イト毛シ7'イ、

þ.;J 

ムマタヒ
カナジヒ

ιR
+t7
ナヒタス
ナシ
アヲス

4
hソルワジ
づ
ん -dネトリ
中ι方シ

エ
ム
者
ヲス
ヲ
サ
ル

ナニ
ア
y

グ
ツ
右』
ア

エタ者
Hノ
シツム
サニアリ
クJ匂シミノ

アブ帝
ヲソプ
ザ
サヰノ
ヲシ
ヲプ
ゴプ

掛町内bA
平
ァ

サシマ朱ク
ハタ
ナカキ
ケ匂ψ
ナブ

サ
Z十ヒ

カ4A
チぞ
ク
サシマ
ク

正弘
主唱
マωソリフト
イγリゴトノ
M-y

 

ヒ

者
金シカジ
ヴナ平カタ

ホウ令
ホム
ソデ
フロ毛ノヒσ
キ

UM
村
智

弘山唱え

〔
久
tm
必
品y
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訓紙切
ふ7え
阿瓦-必

あい
の
濃
淡は
あ
る
に
せ
よ 、
「
f」
部に
お

い
て 、
みと
め
ら
れた
結
果と 、
お
お
き
な
相

違は
ない 。

山図
忠
雄
氏は 、
『
字鏡』
と
『
音
訓
篇立』

との
関
係につ
い
て 、
考
察し
た
結
果 、
「
内

容の一
致」 、
お
よ
び
「
筋自の
順序の
合
同」

を
確
認
すると
と
に
よ
っ
て 、
『
音
訓
縞立』

{注5)

を
『
字鏡』
の
抄
略と
推定
さ
れてい
る
が 、

乙
の
稿に
おい
て
も 、
さ
きの 、
字
蝋・
内
容

を
対
比して 、
え
ら
れた
結
果
か
ら 、
出回
忠

雄
氏の
推定を
う
らづ
け
う
る
もの
と
か
んが

える 。そと
で 、
『
音
訓
筋立』
が 、
実
質
的
に 、

『
字鏡』
の
抄
略と
し
て
の 、
内
容を
もつ
も

の
と
し
て
と
ら
えるべ
きで
は
ない
か
と
みる

立
場に
たっ
て 、
ふ
た
た
び
「
図1」
を
観
察

する
と 、
第九・
十・
十二・
十三
の
各
面に

つ
い
て
は 、
い
ず
れ
も 、
数
字が
記
入さ
れて

い
ない
乙
とが
わ
か
る 。
と
れは 、
つ
ま
り 、

『
字鋭』
の
項
出
字
が 、
『
音
訓
篇立』
に 、

一
字も
載
録
さ
れてい
ないと
と
を 、
意
味
す

る
わ
けで
あ
る 。
た
だ
し 、
数
字が
記
入さ
れ

てい
ない
とい
う
点に
おい
て
は
共通で
あ
る

が 、
第
十二・
十三
面で
は 、
ほ
とん
どの
欄

が 、
斜
線に
よっ
て・つ
め
ら
れ
て
お
り 、
一

27 
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崩
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}J キ
方
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4M々シ
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ツ毛山川
品〔ナシ
ジツhHナH

方
第
九・
十
面で
は 、
斜
線の
欄と
空
白の
欄の
数
とが
あ
い
な

か
ば
してい
る 。
そ乙
で 、
乙
の
数
字が
記
入さ
れて
い
ない
と

い
う
現
象を 、
み
ぎの
顕
著な
傾
向の
相
違に
応じて 、
州
第
十

ニ・
十三
面につ
い
て
の
問
題 、
同
第
九・
十面につ
い
て
の
問

題に
わ
け 、
おの
おの
の
問
題に
関し
て
かん
が
え
る
ζ
と
と
す

る 。

28 

制
第
十二・
十三
面で
は 、
ほ
とん
どの
欄に 、
斜
線
「/」

が
記
入さ
れてい
る 。
斜
線
「/」
を
もっ
て 、
標示
した

欄

の
当
該
文
字を 、
『
字銭』
につ
い
て
し
らべ
る
と 、
そ
れ
ら

の
項出
字に
は 、
反
切・
訓
注の
み
が
し
る
さ
れ
て
お
り 、

か
な
表
記
が
ない
もの
で
あ
る 。
い
ま 、
『
音
訓
府
立』
の 、

「
f」
部に
載
録
さ
れてい
る 、一
三
二
の
項出
字につ
い
て
し

らべ
る
と 、
反
切・
訓
注の
み
が
書
写さ
れてい
る
とい
う
例

は 、
一
例
もみい
だ
せ
ない 。

ζ
乙
ろ
みに 、
『
音
訓
筋
立』
の
人
巻上(「
糸」「
竹」「玉」

「
車」
「
女」
「
石」
「
虫」
「目」
「
f」
「
「」
の
各
錦
織
録)

に
か
ぎっ
て 、
反
切・
訓
注の
み
が
書
写さ
れてい
る
例を
し

らべ
る
と 、
人
巻
上げ札
載
録さ
れ
る
項出
字の
総
数は 、
一
九

六七で
あ
り 、
と
の
う
ち 、
反
切・
訓
注の
みとい
う
項出
字

は 、
わ
ずか
に 、
三一
で
あ
る 。
また 、
一
九
六
七
字
の
う

ち 、
九
字につ
い
て
「玉
|」

と
典
拠を
し
め
し
た
もの
が
あ

る
(
第
六
節
参照) 。
『
音
訓
筋立』
に
お
ける 、
反
切の
表
記

は
口口反
とい
う
表
記
が
主
で
あ
る
が 、
み
ぎの=
二
例で

は 、
口
口反
とし
め
さ
れる
もの
二
八 、
口
口切
とし
め
さ
れ

る
もの
三 、
「玉
l」

と
典拠がし
め
さ
れてい
る
九例で
は 、
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口
口切が
七 、
口
口
反が
二
とい
うよ
うに 、
反
切の
表
記がニ
様に
わ
か

れ
てい
る 。
乙
のと
とにつ
い
て
は 、
調
査
結
果の
み
を
し
め
し
て
お
く 。

な
お 、
『
字
鏡』
の
「
「」
部の 、
第五
面
第五
行
第三
段に
は
「
迩
波」 、

第
十三
面
第三
行
第二
段に
は
「
太
奈」
と 、
万
葉
仮
名に
よ
る
和
訓が
記

載
さ
れ
て
い
る
が 、
「
図1」
で
は 、
か
な
表記が
ない
とい
う
類
別に
し

た
がっ
て 、
斜
線で
標
示
した 。

そと
で 、
斜
線
「/」
の
当
該
文
字が 、
『
音
訓
筋
立』
に
載
録
さ
れ
て

い
ない
理
由
を
かん
が
え
る
と 、
『
音
訓
篇立』
の
編
者が 、
『
字鏡』
か
ら

五
切

7
Z￡
 

シ

シ
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抄
略
する
に
際
して 、
意
図
的に 、
反
切・
訓
注の
みの
項
出

字を
削
除
し
て
編
纂し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 、
とい
う
推
定

が
なさ
れる
の
で
ある 。
み
ぎに
は 、
第
十二・
十三
面に 、

乙
の
傾
向が
と
くに
顕
著に
あ
らわ
れてい
る
た
め
に 、
試
料

と
し
て
とり
あ
げた
が 、
他の
面につ
い
て
も 、
斜
線「
/」

の
ある
部
分に
は 、
意
図
的に
削
除し
た
態
度が
う
かが
わ
れ

る 。

ヨ・ソ

同
つ
ぎに 、
第
九・
十
面に
お
い
て
は 、
斜
線
「/」
の
欄

は 、
わ
ずかに二
欄で
あ
り 、
他は
空一
白欄(数字・
斜線とも

に無記入)
と
なっ
てい
る 。
と
の
空
白欄の
お
おい
乙
と
は 、

他の
面と 、
そ
れぞ
れに
比
較して
もきわ
だっ
てい
る 。
そ

と
で 、
空
白
欄に
対
応
する
当
該
文
字
を 、
『
字鋭』
に
よっ

て
し
らべ
る
と 、
い
ず
れに
も 、
か
なの
音
注と
和
訓とが
多

数
注記さ
れてい
る 。
な
かで
も 、
第
十面
第二
行
第四
段に

は 、
「
皮」
字が
あ
り 、
と
れに
は 、

ト
音
チカシ
ノリ
ハカリコト
スクル
ハカル
ミル

度
タク音
タクラフ
ワタル
モロ、、
イカテ
ミチ
ノトル

オク
ハルカ
ヲリ
タヒ
ノカシ
アト

とい
うよ
うに 、
二
つ
の
音
注と 、
十
八
もの
和
訓が
ほ
どと
さ
れてい
る

が 、
そ
れに
もか
か
わ
ら
ず 、
と
の
字が 、
『
音
訓
篇立』
に
載
録
さ
れ
て

い
ない
とい
う理
由を 、
い
かに
説
明
すべ
きで
あろう
か 。
ζ
の
現
象に

つ
い
て
は 、
『
音
訓
筋
立』
が
編
纂さ
れた
時点に
おい
て 、
『
字鏡』
が 、

現
存
本とお
な
じ
体
裁
で
あっ
た
と
する
認
定が
可能
な
らば 、
現
存
本で

は 、
第
九
面は 、
丁の
う
ら 、
第
十
面は
次
丁の
お
もて
に
相
当
する 。
し

た
がっ
て 、
丁を
か
さ
ねた
ま
まの
状
態で
くっ
て
し
ま
うと 、
乙
の
第
九

・
十
面は 、
完
全に
看
過さ
れて
し
ま
うとい
う
結
果に
な
る 。
乙
の
よ
う
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な
経
緯
に
よ
っ
て 、
『
音
訓
篇
立』
に
当
然
載
録
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
ろ

う
と
と
ろ
の
第
九
・

十
面
の
項
出
字
が 、

す
べ
て
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
も
の

と
か
ん
が
え
ら
れ
る 。

な
お 、

第
八
面
の
末
尾
は 、
ωNAF
「
康」

字
で
あ
り 、

第
十
一
面
の
冒
頭
の
文
字
は 、

gH
「
序」

で
あ
る 。

ζ
の
両
字
は 、
『
音
訓

篇
立
』
に
お
い
て
は 、

あ
い
接
し
て
い
る
こ
と
も 、

み
ぎ
の
推
定
を
う
ら
づ

け
る
資
料
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う 。

以
上 、

両
蓄
の
対
比
を 、

筆
者
な
り
の
方
法
を
も
ち
い
て
お
乙
な
っ
て
み

た 。

細
部
に
つ
い
て
は 、

今
後
さ
ら
に
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を

ふ
く
ん
で
い
る
が 、
《『
音
訓
筋
立』
が 、
『
字
鋭』
の
抄
略
で
あ
る》

と
す
る 、

山
田
忠
雄
氏
の
説
を 、

も
う
ひ
と
つ
の
面
か
ら
う
ら
づ
け
え
た
も
の
と
お
も

.
つ 。j主5 

「
延
徳
本
倭
玉
篤
と
音
訓
篇
立
・

世
尊
寺
本
字
鏡」
(
本
邦
辞
書
史
論

叢
三
一
六
ペ
ー

ジ)

四

『
倭
玉
筋』
が
『
大
広
益
会
玉
鈎』
か
ら'
つ
け
た
影
響
に
つ
い
て
は 、
『
対
校

本』
な
ど
に
よ
っ
て
も 、

さ
ら
に 、

大
所
高
所
か
ら
の
観
察
と
検
討
を
必
要
と

す
る
が 、

ζ
乙
で
は 、

前
節
と
お
な
じ
く 、
「
「」
部
に
属
す
る
項
出
字
の
一

部
を
え
ら
び 、

内
容
に
つ
い
て
の
対
比
を
お
こ
な
お
う
と
す
る 。

『
倭
玉
篇』
の
「
「」

部
に
載
録
さ
れ
る
項
出
字
の
数
は 、
一
O
六
字
で
あ

り 、

そ
の
約
四
分
の
一
に
あ
た
る
二
五
字
を 、

前
節
で
あ
つ
か
っ
た
『
字
鋭』

お
よ
び
『
音
訓
篇
立
』
の
両
蓄
に
つ
い
て
し
ら
べ
る
と 、

両
書
に
は 、
一
{子
も

載
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
判
明
し
た 。

こ
れ
は 、

各
蓄
を
比
較
す
る

に
あ
た
っ
て 、

注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る 。

し
か
し 、

と
の
二
五
字
の
す
べ
て

が
『
大
広
益
会
玉
篇』
に
は
載
録
さ
れ
て
い
る
か
ら 、
『
大
広
益
会
玉
篇』
の

反
切
・

訓
注
と 、
『
倭
玉
篇』
の
音
表
記
・

和
訓
と
を
対
比
さ
せ
て
し
め
す
こ

と
と
す
る 。

な
お 、

.
両
書
と
も
に 、

と
れ
ら
の
二
五
字
が 、

ひ
と
ま
と
ま
り
で

あ
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

。
(
ベ
お
・

mu
参
照)

み
ぎ
の
諸
例
を
観
察
す
る
と 、
『
倭
玉
篇』
の
音
表
記
・

和
訓
は 、

い
ず
れ

も
『
大
広
益
会
玉
篇』
の
反
切
を 、

か
な
の
音
注
に
あ
ら
た
め 、

訓
注
を
訳
し

た
も
の
と
判
断
で
き
る 。

お
お
く
の
ば
あ
い 、
一
つ
の
訓
注
に
対
し
て
は 、
一

つ
の
和
訓
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が 、
「
腐」

字
の
訓
注
〔
美
也〕

に
対
し
て

は 、

三
つ
の
和
訓
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る 。
『
倭
玉
篇』
に
よ
っ
て 、
「
美」

字

の
和
訓
を
し
ら
べ
る
と 、

美

7
7
シ

ウ
7
シ
ヨ
シ

カ
ヲ
ヨ
シ

ホ
ム
ル

ウ
ル
ワ
シ

の
よ
う
に .

六
つ
の
和
訓
が
し
る
さ
れ
て
お
り 、
「
腐」

字
の
和
訓
は 、

乙
れ

ら
六
つ
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る 。
一
つ
の
訓
注
が 、

い
く
と
お
り
に
も
訳

さ
れ
る
ば
あ
い
に 、

そ
れ
ら
の
和
訓
が 、

併
記
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る 。

『
倭
玉
篇』

は 、

部
首
構
成
を
『
大
広
益
会
玉
篇』
に
依
拠
し
た
の
み
で
な

く 、

そ
の
内
容
に
お
い
て
も 、

反
切
を 、

か
な
の
音
注
に
あ
ら
た
め 、

訓
注
を

訳
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
も
と
づ
い
て
か
ん
が
え
る
と 、
『
倭
玉
篇』

と
い
う
書
名
が 、

単
に 、

部
首
構
成
の
共
通
す
る
乙
と
に
よ
っ
て 、
『
玉
篇』

の
な
を
踏
襲
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず 、
「
倭
訳
大
広
益
会
玉
箭」
と
し
て
の
意
味

を
ふ
く
む
も
の
で
あ
る
乙
と
が 、

十
分
に
理
解
さ
れ
る 。

し
か
し 、

乙
の
慶
長

整
版
本
の
内
容
は 、

す
べ
て
の
点
に
つ
い
て 、
『
大
広
益
会
玉
篇』
の
内
容
を

反
映
し
て
い
る
と
は
み
と
め
ら
れ
な
い
乙
と
か
ら 、

た
だ
ち
に 、

直
接
の
「
倭

訳
大
広
益
会
玉
筋」

を
意
味
す
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い 。

「
倭
訳
大
広
議
会
玉
篇」

と
い
う
と
と
に
つ
い
て 、

山
田
忠
雄
氏
は 、

つ
ぎ

(注6)

の
よ'
つ
に
の
べ
て
い
る 。

倭
玉
篇
の

な
か
に
は

大
広
益
会
玉
篇
か
ら

直
接
に

で
た

比
較
的

浩
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翰な
一
類が
あ
り 、
室
町
時
代の
諸
本の
な
かで
お
のづ
か
ら
一
底

流
を
な
し
て
ゐ
る 。
そ
の
内
容は
漢
文
注(反切と訓注)
を
か
な
に

な
ほ
し
た
以
外に
ほ
と
ん
ど
で
の
く
はへ
られて
ゐ
ない
もの
さへ

あ
る 。
か
ん
がへ
や
うに
よっ
て
は
こ
れ乙
そ
「
仮
名玉
篇」
の
な
に

ふ
さ
は
しい
もの
で
は
ない
か
と
も
お
も
は
れる 。
ひ
と
し
く

三
巻
本

で
あ
る
の
で 、
い
よ
い
よ
ま
ぎ
ら
は
し
く 、
い
づ
れ
が
真に
そ
の
な
に

あ
た
ひ
する
か 、
に
は
か
に
決
し
が
た
い 。

『
大
広
益
会玉
篇』
が 、
『
倭玉
篇』
(
慶
長
整
版
本以
外の
も
の
をふ
く
め

て)
に
あた
え
た
影
響は 、
まこ
と
に
大で
ある
とい
わ
ね
ば
な
ら
ない 。

注
6

「
延
徳
本
倭
玉
篤
と
音
訓
筋
立
・

世
尊
寺
本
字
鏡」
(
本
邦
辞
書
史
論

叢
三
二
0
ペ
ー

ジ)

=Z漢和字書の系譜における慶長整版倭玉篤

五

つ
ぎ
に 、
『
字
鏡』
と
『
倭玉
篇』
との 、
字
順を
比
較
す
る
た
めに 、
以

下
に
し
め
す
理
由に
よっ
て
「
足」
部を
えら
び 、
両
者を
対
比
さ
せ
て
み

ヲ但 。筆
者が
『
倭玉
篇
索
引』
を
作
成
する
時点に
お
い
て 、
「
存
疑」
と
し
て

処理
し
な
け
れば
な
らな
かっ
た
表記が 、
比
較的お
お
く
みと
め
られた
部

は 、
「
女」
「
目」
「
足」
な
ど
の
部で
あっ
た 。
そ
乙
で 、
ま
ず
「
足」
部を

と
り
あ
げる
乙
と
と
し
た 。
対
比の
結
果は
「
図4」
の
よ
うに
な
る 。

「
図4」
の
説
明

「
図
1」

の
標
示
の
方
式
に
な
ら
い 、
『
倭
玉
篇』
に
載
録
さ
れ
る
項
出
字
に、
そ
れ

ぞ
れ
閲
有
森
号
を
付
し
た 。
た
だ
し 、
標
示
の
番
号
を
簡
明
に
あ
っ
か
お
う
と
す
る
筆

信\/
/i � 
g33/ 

/� l' 
I� / � ËI 同
事/I�
E E S/ 
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ヰ
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ブ
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7ノト
ノ
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号、
ツ

ソ
タ
ル

J
、、、
今'

者
の
独
壇
か
ら 、
と
と
で
は 、
拙
篇
『
倭
玉
篤
索

引』
の
「
本
文」
に
付
し
た
ぺ
l
ジ
を
使
用
し

た 。
と
の
「
本
文」
で
は 、
「
足」
部
は 、
HDMペ

ー
ジ
か
らHD由
ベ
l
ジ
ま
で 、
八
面
に
わ
た
る。

一
方 、
『
字
鏡』
の
「
足」
部
は
十
六
面
に
わ
た

っ
て
い
る
の
で 、
『
字
鏡』
の
十
六
面
を
基
準
と

し
て
対
比
さ
せ
た 。
な
お『
倭
玉
篇』
の「
足」
部

の
項
出
字
は 、
すべ
て 、
『
字
鏡』
の
「
足」
部

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る。
『
倭
玉
篤』
は
各
国
が
七

行
四
段
と
い
う
体
裁
で
あ
る
か
ら 、
数
字
の
末
尾

は 、
ー

か
ら
4 、
日
の
け
た
は
ー

か
ら
7

の
反
覆

を
もっ
て
段
と
行
を
標
示
し 、
80
の
け
た
は 、

「
本
文」
ぺ
l
ジ
HCN
か
らH
S
の
末
尾
数
字 、

2
か
ら
9

の
数
字
を
もっ
て
標
示
し
た 。
し
た
が

っ
て 、
以ω
と
は 、
HDNベ
l
ジ
第
六
行
第
三
段
に

所
在
す
る
と
と
を
意
味
す
る。
斜
線
に
つ
い
て

は 、
「
図
1」
と
同一
方
針
に
よ
っ
て
標
示 。
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「
図
4
」

を
一
瞥
す
る
と 、

数
字
の
排
列
は

み
だ
れ
て
お
り 、

『
字
鏡』
と
『
音
訓
篇
立』

と
の
あ
い
だ
に
み
ら
れ
た
よ
う
な 、

比
較
的
整

然
と
し
た
字
順
は
み
と
め
ら
れ
な
い 。

し
か

し 、

数
字
の
排
列
の
状
態
を
注
意
し
て
観
察
す

る
と 、

数
字
の
不
規
則
な
排
列
の
な
か
に
も 、

そ
の
排
列
の
し
か
た
に
つ
い
て
一
脈
の
な
が
れ

を
確
認
す
る
ζ
と
が
で
き
る 。

す
な
わ
ち 、

図

中
の
数
字
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
ほ
ど
こ
し
た
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か
ら
AF4品
ま
で
の
八
字
と 、

戸戸
か
ら
∞ωω
ま
で
の
三
九
字
は 、

特
別
の
ま

と
ま
り
は
み
と
め
ら
れ
な
い
が 、
一
定
の
方
向
に
排
列
さ
れ 、

そ
の
数
は 、

小

か
ら
大
へ
と
な
が
れ 、
一
例
の
転
倒
も
な
い
排
列
で
あ
る 。

そ
乙
で 、

排
列
の

み
だ
れ
て
い
る
項
出
字
(
A)

と 、

字
順
に 、
一
つ
の
な
が
れ
が
み
と
め
ら
れ

ネ

ふドパシル
ヲドル
ヲコル

ヒザマック

一昨夜一日

ハシル

ホウ令

スS平カ

サン管
サ
令官

苛

Eえ
キギ
ウ帝

7 
J_，、

る
項
出
字
(
B)

の
内
容
に
つ
い
て 、

両
書
を

対
比
さ
せ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る 。

A
群
の
諸
例
で
は 、

両
官官
の
音
表
記 、

お
よ

び
和
訓
の
相
違
が
は
な
は
だ
し
い
の
に
対
し

て 、
B
群
の
諸
例
(
乙
乙
に
は
例
示
を
省
略
し

た
も
の
を
ふ
く
め
て)

で
は 、

き
わ
め
て
た
か

い
一
致
を
し
め
し
て
い
る 。
B
群
の
諸
例 、

す

な
わ
ち 、

字
順
に
一
つ
の
な
が
れ
が
確
認
さ
れ

た
項
出
字
の 、
北田
表
記 、

お
よ
び
和
訓
の
一
致

と
い
う
結
果
は 、

今
後 、
『
字
鏡』
と
『
倭
玉

篇』

と
の
影
響
関
係
を
解
明
す
る
た
め
の 、

お

お
き
な
て
が
か
り
と
な
り
う
る
と
お
も
う 。

し

か
し 、
『
倭
玉
篇』
の
字
体
に
は 、

誤
刻
と
み

と
め
ら
れ
る
も
の 、

(
政
l

立
・

路
|

民
・

成
|

減)
も
あ
り 、

さ

ら
に 、

細
部
に
つ
い
て
の
詳
細
な
比
較
検
討
が

要
求
さ
れ
る 。

以
上
の
よ
う
な
対
比
の
結
果
か
ら 、

た
だ
ち

に 、
『
字
鏡』
と
『
倭
玉
篤』
と
を 、

直
線
的

に
関
係
づ
け
る
乙
と
は
問
題
が
お
お
い
が 、

両

者
の
あ
い
だ
に
は 、

な
ん
ら
か
の
媒
体
が
介
在

し 、

そ
の
媒
体
を
へ
て 、
『
倭
玉
篇』
が 、
『
字
鏡』
の
内
容
を
継
承
し
て
い
る

と
い
う
ζ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る 。

「
足」

部
以
外
の
部
に
お
い
て
も 、
B
群
と
同
様
の
結
果
が
え
ら
れ
る 。

二 、

三
任
意
に
抽
出
し
た
例
を
し
め
し
て
お
く 。
(
ベ
鈍
参
照)
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シウ
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クシリ7

イ jJ
ゴマアブ/ 、シ
ム 7ト

フツ毛
ト
毛ユツ

シ
ヨLヲ

し
たぺ
1
ジ
を
使
用 。
「
女」
部
は 、
日
ペ
1
ジ

か
ら
幻
ぺ
l
ジ
ま
で
の
七
面
に
わ
た
り 、
『
音
訓

筋
立』
の
「
女」
部
は
十
二
百
に
わ
た
っ
て
い

る。
『
倭
玉
篇』
の「
女」
部切諌
出
字
は 、
部
の

末
尾
に
載
録
さ
れ
て
い
る
「
絢・
嬰・
納」
の
三

字
を
の
ぞ
い
て
は 、
すべ
て
『
音
訓
篇
立』
に
ふ

く
ま
れ
て
い
る。
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約
ジユン

終ハな

メ7LV
シグプ
シタグク
ト、ム

アイ本シ
イカシガ
トふノブ

句
手Jf

dq
υ霊え
シグプ
アイ木シ
ト、μ
イ
タン

カ
シ
F
カ
ブ
，ト

ナ
フ
メ
ク
ル

-しV
WY4

ウシナヲ

円な
し)
ウシナプ

ア
イ
マ
y

-'噌圃，、

最
後に 、
『音
訓
筋
立』
と
『
倭玉
篇』
との
対
比
を乙
乙
ろ
み
る 。
両
蓄

を
比
較
する
た
め
に 、
「
女」
部
と
「
目」
部の
二
部を
と
り
あ
げる
と
と
と

した 。
乙
の二
部を
え
らん
だ
理
由は 、

ー 、
筆
者が 、
『
倭玉
篇
索
引』
を
作
成した
時
点に
おい
て 、
「
女」
部の
表

記につ
い
て
は 、
「存
疑」
と
し
て
処理
し
な
けれ
ば
な
らな
かっ
た
も
の

が 、
他の
部よ
り
もお
お
く
み
と
め
られた 。

2、
「目」
部は 、
「
女」
部につ
い
で 、
「
存
疑」
と
し
て
処理
した
も
の
が

お
お
かっ
た
こ
と
と 、
現
存
本の
『
字
鋭』
の
巻
首
が 、
「目」
部
か
ら
は

じ
ま
り 、
『
音
訓
篇立』・『
倭玉
縞』・『
字
鏡』
とい
う三
者を
同
時
に
対

比で
き
る 。

とい
う二
つ
の
理
由に
よ
る
もの
で
ある 。

従
前の
方
式に
な
らい 、
両
蓄の
字
順を
対
比
させ
る
と 、
「
女」
部は「図

5」 、
「
目」
部
は
「
図7」
の
よ
うに
な
る 。

「
図5」
の
説
明

「
図
4」
と
お
な
じ
く 、
『
倭
玉
篇』
のベ
l
ジ
は 、
『
倭
玉
篇
索
引』
の
本
文
に
付

、y
晶、
アイ司リ

「図5」
を
観
察
する
と 、
数
字の
排
列は 、

「
図1」
に
み
られ
た
排
列と
同
様花 、
か
な
り
整然
とし
た
排
列
が
み
と
め

られ
る 。
し
た
がっ
て 、
と
と
で
は 、
第一
面
か
ら第三
面
ま
で
に
か
ぎっ

て 、
空
白
部を
番
号の
わか
い
方へ
順
次
く
り乙
む
と
い
う 、
「図2」
に
お

い
て
もちい
た
とこ
ろの
方
法で
整理
しな
お
すと 、
「図
6」
の
よ
うに
な

る 。
さ
らに 、
「
図6」
の
第二
行
目印NH
と 、
第三
行
目印
宗
と
を
置
換し
て

み
た
結
果
(
図一不は
省
略)
は 、
乙
と
に
おい
て
も
『
倭玉
篇』
の
字
順と
完

全に一
致
するの
で
ある 。
な
お 、
ζ
乙
で
は
第一
面
か
ら第三
面につ
い
て

の
置
換をζ
乙
ろみ
た
が 、
第
四
面
以
下
は
やや
排
列の
みだ
れ
が
お
おい 。

し
か
し 、
基
本的に
は 、
さ
きの
手
順に
よっ
て
整理
するこ
と
が
で
き
る 。

さ
て 、
『
倭玉
箭』
の「
女」
部に
は 、
一
九
四の
項出
字が
載録さ
れ
てい

る
が 、
そ
の
約三
分の一
に
あた
る
六二
字
が 、
『
対
校
本』
に
欠
如
し
て
い

る 。
『
対
校
本』
に
おい
て 、
か
く
も
お
お
くの

欠
字
が
み
ら
れ
る
部
は 、
他

に
み
られ
ない 。
『
対校
本』
に
お
ける
欠
字は 、
すべ
て
『
音訓篇
立』
に

載録さ
れ
てい
る
ので
ある
か
ら 、
そ
れ
らの一
部を
と
りあ
げて 、
音
表
記

・
和
訓を
対
比
させ
て
し
め
すと 、
つ
ぎの
よ
うに
なる 0
3ぉ・
幻
参照)

み
ぎの
諸
例を
観
察
する
と 、
両
書の
音
表
記・
和
訓の一
致の
ほど
がし

られ
る 。
し
か
し 、
項出
字の
字
体の
相
違
(胡

l
弱・
す!
?・
扶

l吠
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漢和字書の系譜 における慶長整版倭玉篤

な
ど
て

ま
た 、

か
な
字
体
の
相
違
(
コ
|

エ
、

ク
ー

ゥ 、

ヤ
|

カ
l

ア
な
ど)

は 、
『
倭
玉
筋』
の
が
わ
の
誤
写
な
い
し 、

誤
刻 、

あ
る
い
は
摺
刷
の
不
良
と

み
と
む
べ
き
も
の
も
あ
る 。

と
れ
ら
の 、

誤
写 、

誤
刻
な
ど
が 、
「
女」
部
に

お
い
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
結
果 、

筆
者
が
「
存
疑」
と
し
て
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
表
記
が 、
「
女」

部
に
お
お
く

生
じ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る 。

両
警
の
対
比
に
お
い
て 、

か
な
ら
ず
し
も 、

つ
ね
に
『
音
訓
筋
立』
の
表
記
を

正
と
し 、
『
倭
玉
鰐』
の
表
記
を
誤
と
す
る
関
係
に
は
な
ら
な
い
が 、
『
倭
玉

篇』
の
表
記
に
つ
い
て 、

お
お
く

補
訂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
と

い
う
事
実
を
し
め
し
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

さ
き
に
は 、

両
喜
の
字
順
を
対
比
さ
せ 、
一
定
の
操
作
を
へ
た
結
果 、

字
順

が
一
致
す
る
と
と
を
確
認
す
る
と
と
が
で
き 、

さ
ら
に 、

音
表
記
・

和
訓
が
一

致
す
る
乙
と
も 、

乙
ζ
に
確
認
さ
れ
た
乙
と
に
な
る 。

乙
の
二
つ
の
事
実
に
も

と
づ
い
て 、

両
書
の
関
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る 。

第
三
節
に
お
い
て
の
べ
た
よ
う
に 、
『
字
鋭』

と
『
音
訓
筋
立』

と
の
関
係

日明
N-
M
H

を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に 、

両
省
を
対
比
さ
せ 、
{子
順
・

内
容
の
い
ず
れ
も

が
一
致
す
る
と
い
う
結
巣
を
え
た 。
と
の
乙
と
に
よ
っ
て 、
《『
音
訓
筋
立』

は 、
『{
子
鏡』
の
抄
略
で
あ
る》
と
す
る 、

山
田
忠
雄
氏
の
説
(
既
出)
を
う
ら

づ
け
ら
れ
た 。

い
ま 、

と
れ
と
お
な
じ
視
点
か
ら 、
『
倭
玉
篇』
と
『
音
訓
篇

立』
の
関
係
を
み
る
な
ら
ば 、

乙
乙
で
も
両
蓄
の
字
順
・

内
容
の
一
致
と
い
う

結
果
が
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら 、
《『
倭
玉
筋』
は 、
『
音
訓
筋
立』
の
抄
略

で
あ
ろ
う》
と
す
る
仮
説
も
成
立
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

『
音
訓
篇
立
』
を
『
字
鏡』
の
抄
略
と
し
て
か
ん
が
え 、

さ
ら
に 、
『
倭
玉

ね』
を
『
音
訓
知
立』
の
抄
略
と
仮
定
す
る
な
ら
ば 、

当
然
の
乙
と
と
し
て 、

三
者
の
あ
い
だ
に
系
譜
関
係
が
成
立
す
る
乙
と
に
な
る 。

そ
と
で 、
『
倭
玉
筋』

と
『
音
訓
知
立』
の
関
係

を 、

よ
り
あ
き
ら
か
に
す

る
た
め
に 、

と
の
節
の
は

じ
め
に
の
ベ
た
漂
白
に
よ

図 6-0\0\0\0\ れ.> N N N 
�\.o)N .... o、。、。ヘoへ.... .... .... .... 
�\，.o，)N"" 

、n、A、n V、、、3、占、、3・、a..，. 、� '" トー
、，、、A、A、A0\0\0\0\ ..，.、� N ，_. 
、J、、A、n、，、、J町、A、A、A..，. 、�N トー・
、，、、A、具、A
Z

P Cや'"' '" ，_. 
、J、、A、nV、三'"' '"' '"' 、" '" ト4・
、，、、n、n、A'" ^ふ れ， .... ..，.、� '" ..，. \"n \"n \"n \"n f\) .... .... .... .... \，，0，) N .... o 、、3、d
35 



m
M弘

山
崎
，7タ

川m
#千
什 ン又

胡P
出
始

却
抗

耕
助制え嫁

M切 ン

M
ぱ情
。ノク

誠
一矧
ケン

耕
一炊
事--

m
娩
?

。
扶

俸

業L

玉二

エ
ウ

ガ
ヲ
ヨ
シ

タ
クヰ
ナ
リ

。ノヲイ刀
4
7
ル
ヒ
ク
ト
ラ
ワ
ガ
サ
又

コ
シ
ロ
7
3

7
y
ル

タマ
ス

ぞナP

ず守方ア

メ
ン

ヲ
毛
ネ
ル

? 
ン

ブ
ケ
ル

ネ
グ
れ叫

ー
糸、
ル

チ
ヴ

LT
M1
A
 

ウ
ル
ハ
シ

り，，、

シ
μ

ヲ
シ

平スシ
、ウルハシ
カヲヲジ

ゴノム
タハブル
タハナジ

A 
ヨ

ヲヅト

コ
ク

タ
ヲ
イ
カ

ヨ
奇
ヲ
ン
ナ

ロ
シ

レタリ
ワサワイ
カヲヨシ

イタy
かノ刀

ナア
ノウ

-f-賂
ぇyナ
1"-1-1-

7 者
77 
Jレlレ

ソî J(ナ?
-1- -t-tす

射L

羽川命久
島1え
ナマム 音

訓
蒜

ふ. 
.JL. 

Ar品開え
声調ノヨシ
� 
� 

デ
ウ
守

タ
ヲ
キ
タト

ラ
フ
ヒ
タ

y、
ス

ヒコシロフ

ヨ苛責'方ノ
ヲ主舟山V

ヴ

ケ
ル

ネ
グ
久

々A
ふ
ル

げ句
りιサ
ウ
山川
ワ
シ

teX
44，

 

ゑ'
b'
議名
義必

u吹
婚
帝

全世
-t 

支￡
五
一竪
え

ウ
ル
ハ
シ

ぞスシ

タフヨシ

グハブル
ヨノA
匂ハナけy

ム
ヨ

3y吋ノLS

ヱ
ウ
島
官

ゴ
ウ
す

。ノ
ヲ
MT
カ
ニ

マ
ν
ロ

y

w吋
サ
シ

ウ
ル
ハ
シ
ホ
ノ
P
ヨ
者
ヲ
ウ
ナ

タ
ウ
レ
タ
リ

ワ
サ
ヲ
イ

ナ
メ4
グ
ク

っ
て 、
「
目」

部
の
字
順
を
対
比
さ
せ
る
と 、

「
図
7

」
の
よ
う
に
な
る 。

「
図
7

」
の
説
明

36 

対
比
の
方
式
は
従
前
の
例
に
よ
る。
『
倭
玉
篇』

の
ベ
l
ジ
は 、
出回
ベ
l
ジ
か
ら
ね
ペ
ー
ジ
ま
で
十

一
面
に
わ
た
り 、
『
音
訓
翁
立』
は
十
三
面
に
わ

た
っ
て
い
る。
た
だ
し 、
『
倭
玉
篇』
の
部
立
で

は 、
『
盾』
部
〈
項
出
字
は一
字)
を
は
さ
ん
で 、

「
目」
部
と
「
関」
部
と
が 、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

て
い
る
が 、
「
音
訓
策
立』
で
は 、
「
閉」
部
は
独

立
せ
ず
に、
「
目」
部
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
(『
字

鏡』
の
部
立
も
お
な
じ) 0
と
こ
で
は 、
対
比
の

使
宜
を
か
ん
が
え 、
『
倭
玉
篇』
の
「
閥」
部
を

「
目」
部
に
連
接
さ
せ 、
一
括
し
て
あ
っ
か
う
こ

と
と
し
た 。
な
お、
『
倭
玉
篇』
の
「
自」
部
の

末
尾
に
載
録
さ
れ
る
「
限・
縞・
瞭」
の
三
字

は 、
『耳目
訓
篤
立』
に
は
載
録
さ
れ
て
い
な
い。

「
図
7

」

を
観
察
す
る
と 、
「
図
5

」

と
同
様

に 、

数
字
の
排
列
に
は 、

か
な
り
整
然
と
し
た

傾
向
が
み
と
め
ら
れ
る 。

し
た
が
っ
て 、
「
女」

部
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
と
お
な
じ
方
法
に
よ

っ
て 、

数
字
の
整
理 、

お
よ
び
そ
の
置
換
を
お

乙
な
う
と 、
「
女」

部
の
対
比
に
お
い
て
え
ら

れ
た
結
果
と 、

ま
っ
た
く 、

同一
の
結
果
が
え

ら
れ
る
(
図
示
は
省
略) 。

つ
ま
り 、
「
目」
部
の

字
順
に
つ
い
て
も 、
『
倭
玉
篇』
と
『
音
訓
篇



ナ
ザ
マ. )1 

事
実
に
つ
い
て
は 、

す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で

あ
る
が 、
『
音
訓
篇
立
』
の
成
立
に
つ
い
て
も 、

『
大
広
益
会
玉
篇』

が
関
与
し
て
い
る
事
実

が 、

つ
ぎ
に
し
め
す
例
に
よ
っ

て
も
あ
き
ら
か

に
さ
れ
る @
『
音
訓
筋
立』
の
「
女」

部
に
お

い
て
四
例 、
「
目」

部
に
お
い
て
一
例
の
い
ず

れ
も
が 、
「
玉
|」

と
典
拠
を
し
め
し
て
い
る 。

と
れ
ら
に
つ
い
て 、
『
大
広
益
会
玉
筋』
と
対

比
さ
せ
て
し
ら
べ
る
と 、
『
大
広
益
会
玉
篇』

の
訓
注
を 、

ほ
ほ 、

踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
い

え
よ
う 。
(
ベ
HU
参
照〉

つ
ぎ
に 、
「
女」

部 、
「
目」

部
の
両
部
に
み
ら
れ
る
共
通
問
題
を
と
り
あ
げ

る
と
と
と
す
る 。

ー 、
「
図
5

」
「
図
7

」
の
枠
外
に
標
示
し
た
数
字
は 、
『
倭
玉
篇』
の
ぺ
1

ジ

を
し
め
す
も
の
で
あ
る 。

そ
の
数
字
を 、

図
に
し
め
さ
れ
た
順
に
な
ら
ベ
か

え 、

さ
ら
に 、

以
下
の
説
明
を
容
易
に
注
せ
る
必
要
か
ら 、
『
倭
玉
篇』
の

原
本
の
丁
数
と
の
対
応
関
係
を
し
ら
べ
て
み
る 。
〈「
女」
「
自」
部
は 、
と
も
に

『
倭
玉
鈎』
の
原
本
の
上
巻
に
所
収。
。
内
の
数
字
は
原
本
の
丁
数)

ウ

オ

ウ

オ

ウ

オ

ウ

オ

お
お
お
お
お
U
M
幻

一
一
一
一
一
一
一
一

回
目
出
回
目
白
田
町

.itl/. 
持

ト
叫
ん
『

ト
フ
ラ
プ

モ
ト

品

ナ
タ
グ

ナ

ヲ
ト
フ
ス

ア
ヲ
ス

ヤ
ト
ブ

シ ‘

フ

ム
カ
フ

ヨ
パ
ブ

ウ
ワ
ナ
HJ

ヘ
イ

守

モナナト
トy1:1ツ
ム Fク

メナ
ア ト
ハヲブ
ストラゴプ
)(人
ト ト
フアプ

J、
ムスヨヲ" ，、
う'j�プ

，、

d、
イ

山町
一紙

制
J妖
ホ

州
一姶'一千ク

糾
川悦

m
赫

金昏
フンす
トωγキ

トVグ
マキ・7ブ

ヨ
ン

hy'一クシ

暗黒
調
え
さ'
7ノ
シ

ヲン
ナ

エ
平
安す
ヲ

ヲア

デエ
ウヴ

み'ザ
マ
ス

エ
ウ
者

テ
ウ
す

妹
マ
4
者
ヨ
ロ
ヨ
フ

ヨ
ロ
ヨ
プ

マ
イ

イ毛・r

淡和字舎の系譜 に お ける慶長整版倭玉篇

立』
と
が
一
致
す
る
と
と
が
確
認
さ
れ
る 。

以
下
に 、

音
表
記
・

和
訓
の
対
比

を
標
示
す
る
が 、

乙
と
で
は 、

さ
ら
に 、
『
字
鏡』
を
く
わ
え
て 、

三
者
を
対

比
す
る
乙
と
と
す
る
。

(
ペ
お
・

ぬ
多
照〉

み
ぎ
の
諸
例
を
個
個
に
観
察
す
る
と 、

ィ 、

三
者
が
一
致
す
る
も
の

巴
・

8
・

(
窪)

口
、

『
倭
玉
篇』
と
『
音
訓
筋
立』
と
が
一
致
す
る
も
の

自
・

芭
-
E

ハ
、

『
字
鏡』
と
『
音
訓
篇
立』
と
が
一
致
す
る
も
の

笠
・

呂
・

窪

と
い
う
事
実
が
み
と
め
ら
れ
る 。

と
く
に 、
「
イ」
の
事
実
は 、

さ
き
に
の

ベ
た
三
者
間
の
系
譜
関
係
を 、

具
体
的
に
し
め
す
も
の
と
い
え
よ
う 。
『
倭
玉

篇』

と
『
音
訓
筋
立』
の
内
容
が
一
致
す
る
事
実
に
つ
い
て 、

さ
ら
に
他
の
部

に
お
け
る
同
様
の
例
を
し
め
す
と 、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る 。

な
お 、

と
と
で

は 、
『
対
校
本』
に
お
け
る
欠
字
に
つ
い
て 、

対
比
を
乙
乙
ろ
み
る
ζ
と
と
し

た 。

〈
ぺ
州制
参
照〉

『
倭
玉
稿』
の
成
立
に 、
『
大
広
益
会
玉
箭』
が
関
与
し
た
と
み
と
め
ら
れ
る

マ
タ
ア
プ

イ
毛
ト

「
女」

部

「悶」部をふくむ}

「
自」

部

63ー(30オ)
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64ー(30ゥ)

69ー(33オ)

70ー(33ウ)

65ー(31オ)

66ー(31ウ)

71ー(34オ)

72ー(34ウ)

73ー(35オ)
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み
ぎ
に
し
め
さ
れ
る
よ
う
に 、
『
倭
玉
筋』

の
原
本
の
丁
数
は
両
部
と
も
に 、

順
序
が
み
だ

れ
て
い
る 。
「
女」

部
に
お
い
て
は 、

お
丁
と

幻
丁
に
は
さ
ま
れ
る 、

お
お
処
の
三
丁
が
転
倒

し
て
お
り 、
「
目」

部
に
お
い
て
は 、

ぬ
丁
と

お
丁
に
は
さ
ま
れ
る 、

お
m
M
の
順
序
が
み
だ

れ 、

か
っ 、

包
丁
が
完
全
に
脱
落
し
て
い
る
乙

と
が
判
明
す
る 。

こ
の
よ
う
に 、

両
部
に
共
通

し
た
現
象
が
お
乙
る
必
然
性
に
つ
い
て 、

か
ん

が
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が 、

現
状
で
は
あ
き

ら
か
に
し
え
な
い 。

し
か
し 、

ィ 、

両
者
と
も
に 、

丁
ど
と
の
ま
と
ま
り
で 、

排
列
が
み
だ
れ
て
い
た
り 、

脱
落
し
て
い
る

事
実
か
ら 、
『
倭
玉
稿』
の
成
立
に 、

直
接

関
与
し
た
と
お
も
わ
れ
る
『
音
訓
府
立』

に 、

乱
丁 、

落
丁
を
ふ
く
む
本
が
使
用
さ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ

る 。

し
か
し 、
『
音
訓
筋
立』
が 、
一
面
六

行
四
段 、
『
倭
玉
筋』
が 、
一
面
七
行
四
段

と
い
う
よ
う
に 、

お
の
お
の
の
体
裁
を
と
と

に
し
て
い
る
の
で 、
一
丁
が
完
全
に
脱
落
す

る
よ
う
な
現
象
は 、

お
乙
り
に
く
い
と
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い 。

口 、
『
音
訓
筋
立』
に
は 、

書
名
を
お
な
じ
く

す

る
異
本
が
存
在
す
る 。
と
の
杭
で
あ
つ
か
っ

38 
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(注7)

た
『
音
訓
篤
立』
の
ほ
か
に 、

山
田
忠
雄
氏
の
い
う
「
新
出
の
一
本」 。

ま

た 、

東
京
教
育
大
学
本
『
字
鋭』
の
巻
末
に
は
付
録
と
し
て 、
「
車」
部
と

「
女」

部
の
一
部
が
載
録
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
両
部
は 、
『
字
鏡』
の
体
裁

と
も
と
と
な
り 、

と
の
稿
で
資
料
と
し
て
も
ち
い
た
『
音
訓
篇
立』

と
比
較

す
る
と 、

体
裁
・

内
容
と
も
に
か
な
り
類
似
し
て
い
る
が 、

字
順
・

か
な
表

記
に
つ
い
て 、

わ
ず
か
な
差
異
が
み
と
め
ら
れ
る 。

乙
の
ζ
と
か
ら 、

筆
者

は
『
音
訓
篤
立
』
の
別
本
の
一
部
と
認
定
し
た
い 。

た
だ
し 、

山
田
忠
雄
氏

の
い
う
「
新
出
の
一
本」

と
の
関
係
は 、

い
ま
の
と
乙
ろ
不
明
で
あ
る 。
一

方 、

書
名
を
こ
と
に
す
る
異
本
も
あ
り 、

そ
れ
ら
未
見
の
文
献
と
の
対
比
に

t0・血唱

フ
ン

i1

よ
っ
て 、

と
の
問
題
を
解
明
し
う
る
可
能
性

も
期
待
さ
れ
る
が 、

今
後
の
課
題
と
し
て
お

。，t

 

2、
『
倭
玉
篇』
「
女」

部
と
「
目」

部
の
両
部

の
末
尾
三
字
と
が 、

と
も
に
『
音
訓
筋
立
』

に
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
と
と
は 、

か
な
ら

ず
し
も
偶
然
と
は
い
い
が
た
い 。
一
般
に
辞
書
は 、

ひ
と
と
お
り
の
編
纂
後

に
お
い
て
も 、

必
要
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
を 、

随
時
追
補
さ
れ
て
ゆ
く
も

の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い 。

し
た
が
っ
て 、

改
編
・

改
版
と
い
う

よ
う
な 、

大
々
的
な
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
か
ぎ
り 、

も
っ
と
も
追
補
さ

れ
や
す
い
位
置
が 、

各
部
の
末
尾
で
あ
る
と
と
は 、

他
の
辞
書
の
例
に
つ
い

て
も
い
え
る
と
と
で
あ
る 。

し
た
が
っ
て 、
『
倭
玉
篇』
の
両
三
字
は 、

乙

の
よ
う
な
追
補
で
あ
る
と
み
と
め
た
い 。

た
だ
し 、

と
れ
ら
が
い
か
な
る
字

書
か
ら
追
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
ζ
と
は 、

あ
き
ら
か
で
な
い 。

乙
乙
ろ
み
に 、

『
大
広
益
会
玉
筒』
と
対
比
さ
せ
て
み
る
と 、

両
三
字
の
音
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ス

ハ
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カ
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表
記
・

和
訓
が 、
『
大
広
益
会
玉
篇』
に
よ

っ
た
も
の
と 、

み
と
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る

が 、

す
べ
て
を 、

そ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る

わ
け
で
は
な
い

。
(
ベ
剣
多
照)
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「
延
徳
本
倭
玉
篤
と
音
訓
篤
立
・

世

尊
寺
本
字
鏡」
(
本
邦
辞
書
史
論
歯車
三

O
四
ペ
ー

ジ)

以
上
の
よ
う
に 、
《『
倭
玉
篇』
は 、
『立回
一訓

篇
立』
の
抄
略
で
あ
ろ
う》
と
い
う
卑
見
を
強

調
し
て
き
た
が 、

従
来 、
《『
倭
玉
篇』
は
『
類

字
韻』
の・
つ
つ
し
で
あ
る》
と
す
る 、

故
岡
田

希
雄
氏
説
と 、

乙
れ
を
否
定
す
る
川
瀬
一
馬
氏

説
と
が
あ
る 。

筆
者
に
お
い
て
も 、

ζ
の
両
害

の
関
係
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な

く 、
両
警
に
『耳目
訓
篇
立』
を
く
わ
え
た
三
者

の
関
係
に
つ
い
て 、

す
で
に
調
査
を
す
す
め
て

お
り 、

ζ
の
結
果
に
つ
い
て
は 、

と
の
稿
の
第

七
節
と
し
て
予
定
し
た
が 、

紙
面
の
関
係
か
ら

別
稿
と
す
る
と
と
と
な
っ
た 。

乙
の
稿
な
っ
た
直
後
山
田
忠
雄
先
生
か
ら 、

『
類
字
韻』
と
『
倭
玉
篤』

と
『
音
訓
篇
立』

と
は 、

三
角
関
係
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
う 。

と
い
う
趣
旨
の
詳
細
な
示
唆
を
あ
た
え

ら
れ
た 。

さ
ら
に
調
査
を
く
わ
え
発
表
の
予
定

で
あ
る 。
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秤
身
Mq
am
ゑ
E

メ入-z.、，β、ー­H 

五

為
正二

若干

付
記ζ

の
研
究
は 、
昭
和
四
二
年
度
文
部
省

科
研
費
に
よ
る
研
究
成
果
の一
部
で
あ

り 、
昭
和
四
二
年
十
二
月
東
京
教
育
大
学

国
語
学
談
話
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の

で
あ
る。

な
お、
と
の
研
究
に
つ
い
て
は
中
田
祝

夫
先
生
か
ら
教
示
を
い
た
だ
き 、
ま
た
小

松
英
雄
氏
か
ら
は 、
発
表
お
よ
び
論
文
作

成
に
つ
い
て
懇
切
な
助
言
を
い
た
だ
い

た 。
と
も
に
御
礼
も
う
し
あ
げ
る。

ー奈良工業高等専門学校助教授l
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